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第 2 回会議の開催報告 
 

１. 開催概要 

当日は、第 1 回会議の成果を振り返り、専門家から家庭部門の脱炭素のお話を聞いたうえで、

グループワークを行い、脱炭素化が進まない原因・障壁に対する取り組みを検討しました。 

第 3 回会議では、今回整理した取り組みも踏まえ、脱炭素社会の実現に向けたロードマップを

検討する予定です。 

 

テーマ：暮らしの脱炭素化について考えよう！ 

日 時：2025 年 2 月 16 日（日） 13:00～16:30 

場 所：世田谷区立教育総合センター 研修室（たいよう） 

参加者：34 名 

 

 

 

 

  



～ 2 ～ 

２. 当日のプログラム 

 

時刻 時間 プログラム 

13:00～ 5 分 開会 

13:05～ 10 分 【グループワーク】参加者同士の自己紹介と近況報告 

13:15～ 10 分 第 1 回会議の振り返り 

13:25～ 10 分 
【講演】家庭部門の脱炭素 

前 真之 東京大学大学院 工学系研究科 建築学科専攻 准教授 

13:35～ ５分 質疑応答 

13:40～ 10 分 休憩 

13:50～ 5 分 グループワークの進め方 

13:55～ 65 分 
【グループワーク】 

脱炭素化が進まない原因・障壁に対する取り組みの検討（前半） 

15:00～ 10 分 休憩 

15:10～ 15 分 中間講評、質問の受付と回答 

15:25～ 45 分 
【グループワーク】 

脱炭素化が進まない原因・障壁に対する取り組みの検討（後半） 

16:10～ 5 分 グループワーク結果の共有 

16:15～ 5 分 
まとめ 

前 真之 東京大学大学院 工学系研究科 建築学科専攻 准教授 

16:20～ 5 分 政策提言のとりまとめまでの流れ 

16:25～ 

16:30 
5 分 閉会、事務連絡 
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３. 当日の様子 

 

■講演の様子 

  

 

 

 

 

■グループワークの様子 

  
 

   

【講演】家庭部門の脱炭素 前 真之 東京大学大学院 工学系研究科 建築学科専攻 准教授 

 

【グループワーク】脱炭素化が進まない原因・障壁に対する取り組みの検討 
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４. グループワークの成果 

ミッション① 太陽光発電設備の設置 
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ミッション② 再生可能エネルギー電力への切替え 
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ミッション③ 住宅の省エネ改修 
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ミッション④ 脱炭素行動変容 
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５. 参加者の感想 

【講演に対する感想】 

 前回、今回と非常に貴重なレクチャーありがとうございました。前回の質問にも明確に答えてい

ただきありがとうございました。 

 前回質問した内容に真摯に向き合いお答えくださった資料は大変勉強になりました。気候問題

だけでなく、自分の今の暮らし、周りの家族の暮らしが本当に幸せなのか、また、今各々が考え、

向き合う事はなんなのか、広い観点から学ぶ事の大切さを気付く機会を頂いたと感謝していま

す。 前回よりも、より親しみやすく理解が深まるお話もとても良かったと思いました。 この会

議に参加した意味、今後自分の立場で出来ることを考えていきたいと思いました。 

 いやー、面白かった。前さんの知的格闘の歴史を聞きたいな。QA は、江守さんのも含めて、講

義を深く理解するには必須でした。 

 前さんのお話しで環境対策は先延ばしにせずにすぐに始めるべきだと思いました。 

【その他の意見・感想など】 

 本日も濃い話し合いが出来、有意義な時間でした。ありがとうございました 

 いつも分かりやすく会議の内容を整理いただきありがとうございます。次回が最後の参加とな

りますが、引き続きよろしくお願いいたします。 

 ゆとりをもってグループワークの話し合いが出来て良かった。  

 前回より意見交換の時間が多くて良かったです。 具体的な話や質問など出来て有意義でした。 

 ありがとうございました。 グループの進行がとても良く、意見が出やすく進められて、楽しく

参加させて頂いています。 脱炭素化について多くの方に知って欲しいと強く感じています。 脱

炭素化の必要性が区民に届くよう区の働き掛けに期待しています。 

 市民会議に参加し、意識が高まったのは間違いないと思います。 3 回でゴールを皆で目指す方

法はじっくりと考えることができ良いと思いました。 また、脱線しがちなディスカッションの

場面ではファシリテーターの方が適切に軌道修正して、現在やるべき事にもどることも出来、最

終な達成感や，意識が高まる事につながるのではないかと思い、全体的に前向きに参加させて頂

きました。 

 気候危機について知識が入った上でグループ議論の時間が今回は多かったので有意義だった。

意外と？今の時代にリアルコミュニケーション(直接対話)の場は貴重であり、必要なのかなと思

った。ぜひこのような場作りを継続して行ってほしい。 

 グループワークで自分では考えられなかった事が出て、その内容を話し合うのが楽しかったで

す。 

 貴重な会議なので、区や都、さらに国を突き動かすようなより尖った提言につながる会の活発な

運営を期待しています。 

 


